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ま ち の 話 題

宮崎の畜産復興に役立てて
～ヤングステージ in あらおでの募金を寄託～

荒尾のアマチュア音楽家がオーケストラと共演
～ＮＨＫ公開録画「あなたの街で夢コンサート」～

８
月
24
日
（
火
）、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
番
組
「
あ
な
た
の
街
で
夢
コ
ン
サ
ー
ト
」

の
公
開
録
画
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
九
州
交
響

楽
団
（
指
揮　

円
光
寺
雅
彦
さ
ん
）
を
中
心

に
、
ゲ
ス
ト
に
歌
手
の
松
崎
し
げ
る
さ
ん
と

歌
手
で
モ
デ
ル
の
土
屋
ア
ン
ナ
さ
ん
を
迎
え
、

荒
尾
市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
音
楽
家
が
収
録
に

参
加
し
ま
し
た
。

荒
尾
市
か
ら
は
声
楽
の
角
田
整
保
さ
ん
（
大

正
町
１
丁
目
）
と
ゴ
ス
ペ
ル
の
森
田
伸
代
さ

ん
（
東
屋
形
４
丁
目
）
が
出
演
し
、
満
員
の

観
客
の
前
で
見
事
な
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
模
様
は
９
月
24
日
（
金
）、
午
後
９
時
か

ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
生
第
二
放
送
で
放
映
さ
れ
ま
す
。

８
月
11
日
（
水
）、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
３

カ
月
児
健
診
で
、
市
内
在
住
の
童
話
作
家
・

友
枝
康
子
さ
ん
が
健
診
に
参
加
し
た
親
子

に
自
作
の
絵
本
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
絵
本

は
「
に
わ
と
り
コ
ッ
コ
の
だ
い
ぼ
う
け
ん
」

で
、
友
枝
さ
ん
の
最
新
作
。
ニ
ワ
ト
リ
と

タ
マ
ゴ
を
題
材
に
「
誰
に
で
も
自
分
に
し

か
な
い
良
さ
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
ほ

し
い
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
友
枝
さ
ん
は
「
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
何
か
し
た
か
っ
た
」
と
嬉
し
そ
う
に
語

り
ま
し
た
。
今
年
約
500
冊
が
市
内
の
子
ど

も
た
ち
に
贈
呈
さ
れ
る
予
定
で
す
。

子どもたちに夢と希望を
～友枝康子さん、絵本を子どもたちに贈呈～

８
月
12
日
（
木
）、
荒
尾
地
区
保
護
司

会
会
長
の
山
川
勇
さ
ん
と
同
会
犯
罪
予

防
部
会
長
の
吉
冨
修
さ
ん
が
前
畑
市
長

を
訪
問
し
、
さ
る
８
月
８
日
（
日
）
に

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
一
環
と
し

て
開
催
さ
れ
た
「
ヤ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
in

あ
ら
お
」
の
会
場
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

で
募
金
さ
れ
た
「
宮
崎
県
口
蹄
疫
被
害

義
援
金
」
を
荒
尾
市
へ
寄
託
し
ま
し
た
。

こ
の
ご
厚
意
の
募
金
は
、
農
林
水
産

課
を
通
じ
て
「
社
会
福
祉
法
人
宮
崎
県

共
同
募
金
会
」
へ
送
金
し
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

 

健
診
に
参
加
し
た
親
子
と
、友
枝
康
子
さ
ん
（
左
）。「
絵

本
を
手
渡
せ
る
だ
け
で
も
う
れ
し
い
」
と
語
る
友
枝
さ
ん
。

▲

　
　

前
畑
市
長
へ
募
金
を
寄
託
す
る
山
川
勇
さ
ん
（
左
）

と
吉
冨
修
さ
ん
（
中
央
）。

▲

▼ 出演者のみなさん。司会は首藤奈知子アナウンサー（左端）
と渡辺徹さん（左から 2人目）。

▲森田さん（左）と角田さん（右）の熱唱の様子。
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「荒尾市男女共同参画計画」に伴う施策の実績報告（総評）

基
本
理
念

「

女

と

男

」

が

と

も

に

い

き

い

き

輝

く

ま

ち

「女と男」がと
もに生きる社会
への意識づくり

「女と男」の人権
がともに尊重さ
れる社会づくり

あらゆる分野で
の「女と男」が
ともに参画する
まちづくり

男女共同参画推
進のための体制
の整備・充実

基本目標 目標 施策の方向 評価

性別による固定的な役割
分担意識の是正

あらゆる学習の場での男
女共同参画の意識づくり

男女が持つ個性と能力の
尊重

生涯を通じた健康づくり
の支援

女性に対するあらゆる暴
力の根絶

就業・雇用の分野におけ
る男女の共同参画の促進

農林水産業における男女
共同参画の推進

職業生活と家庭・地域生
活の両立支援

家庭生活と地域社会への
男女共同参画

活力あるまちづくりへの
共同参画

政策・方針決定の場への
女性の参画の拡大

市の推進体制の充実

国際的活動の場への共同
参画の促進

男女平等の意識啓発活動の推進 A

資料の収集、調査、研究等の充実・情報の提供 B

男女共同参画の視点にたった社会制度・慣行の見直し B

学校等における男女平等教育の充実 A

家庭・地域・職場における男女平等教育・学習の推進 B

男女平等意識を形成する生涯学習の充実 A

個性と能力の尊重と多様な生き方が尊重されるまちづくり A

広報・表現活動での人権への配慮 A

生涯を通じた健康管理・保持増進のための健康教育・相談
体制等の充実 A

生涯を通じた性と生殖に関する啓発の推進 B

あらゆる暴力の根絶に向けての啓発活動の推進 A

配偶者等からの暴力被害者への相談体制及びカウンセリ
ング等の充実 A

関係機関との連携による被害者に対する救済及び自立支
援策の推進 B

雇用の場における男女の均等な機会と均等処遇の実現 B

職業能力開発と能力発揮への支援 A

女性の能力が発揮できる環境づくりと条件整備 B

活力ある農林水産業の実現に向けた男女共同参画の推進 A

仕事と家庭の両立支援と働き方の見直し A

継続して働ける就業条件の整備及び育児・介護サービスの
充実 B

多様なライフスタイルに応じた子育て支援の充実 A

家事・育児・介護や地域活動への男性の参画促進 A

ひとり親家庭に対する支援の促進 A

高齢者・障がい者が地域で安心して暮らせる条件の整備 B

男女共同参画のまちづくりに向けた市民の主体的活動へ
の支援 B

高齢者の社会参加の促進 B

各種審議会等委員への女性の登用の拡大 C

女性職員の能力開発と管理職への登用の推進 A

各種団体等及び事業所等における方針決定過程への女性
の参画促進 B

総合的な推進体制の整備と施策の推進 A

「荒尾市男女がともに生きる社会づくり推進条例」を広く
周知するための広報活動 A

男女共同参画の視点にたった市職員の意識啓発の推進 A

国際交流の機会の拡大と市民交流への支援 B

評価の段階
A：計画どおり達成した
B：ほぼ計画どおり達成した
C：計画には及ばなかった

実績報告詳細の掲示場所　●市役所ホームページ　●市役所情報公開室　●市立図書館
［問］人権啓発課　男女共同参画推進室☎ 63-1139

（平成 21 年度）


